
 

 

 

  

11 月 22 日（水）に福山大学薬学部教授 杉原 成美先生を講師に招き，２年生対象に     

飲酒防止教室を開催しました。 

【事前アンケート結果】 

 

         

 

 

 

 

 

 

  

                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

2017年（平成 29年）11月 29日 

福 山 市 立 培 遠 中 学 校 

福山市立新市中央中学 

 

 

    

 

 

 

講演後の感想 

 

飲酒事故による死亡

事故の発生件数 

2007 年 9 月の飲酒運転

の厳罰化などにより，

2006 年，2007 年は事故

発生件数は，大きく減少

している。 

しかし，2008 年以降は，

減少幅が小さくなり，下

げ止まり傾向にある。 

【社会的障害】 

 

 

 

ある 
23% ない 

77% 

お酒を飲んだことがあります 
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【あなたがお酒を飲んだきっかけは何ですか】 

 

 

・未成年は，お酒を飲んだら，体の成長に良くないとわかった。 

・ノンアルコールと表示されているものでも，1％未満のアルコールが含まれ

ていることが分かった。だから，未成年は飲んではいけないと思った。 

・甘酒は酒かすから作ったものには，微量のアルコールが含まれていることを

初めて知った。 

・お酒は，適量を超えて飲むと健康を害し，場合によっては死んでしまうこと

もある。適量を守って飲めば，健康に良いとわかった。 

・日本人は，ヨーロッパやアメリカの人に比べて，アルコールを分解する力が

弱い人が多い（約 4 割）。だから，アルコールを無理にすすめると，命にか

かわることが分かった。大人になったら，飲みたくない人に無理にすすめな

いようにしたい。 

 



  

 

 

 

 

・アルコールは、命を落とす危険性があるということが分かりました。 

・きっと自分が 20 歳になったら、うれしくて自分の限度もわからず、お

酒をのんでしまうだろう。でも、うれしい気持ちはそのままに、飲む量

は少しだけにする。 

・親がたくさん飲んでいたら、体に悪いよと教えようと思った。 

・大人になったら、アルコールは全く飲まないより、1 日 20ｇぐらい飲ん

だ方が健康に過ごせることが分かりました。 

・未成年は、まだ体ができていないから、お酒を飲むと成長を妨げてしま

うし、脳にも影響がでるから、子どもの間は絶対に飲まないようにしま

す。 


